
 ⽇本の乳酸菌業界でよく⾒られるのは、⼝に⼊れる前の菌の数を競うことです。

どの乳酸菌サプリメントもほとんど菌の数を書きます。また、消費者も知りたがります。

でも菌数競争はもう不⽑でしかありません。⼤切なのは腸に届いてから、どれだけ働いてくれるかです。

「どれだけ多いか」を競っていると、⼤きな落とし⽳にはまります。なぜでしょうか。

 少しでも多くしようと菌を培養するときに、増やし過ぎるからです。タンクの中で菌を増やし過ぎると、乳

酸菌としての活⼒が損なわれてしまいます。

 我々の研究では、まだ増殖ピークの⼿前で培養を⽌めた若い菌の⽅が、⽣菌としての腸内での能⼒は⾼い、

ということが分かりました。乳酸菌の研究をしている⼈たちの中には、今でもそのことに気づいていない⼈が

多いのではないでしょうか。

 菌数を強調する乳酸菌製品があっても、過⼤評価しないことです。菌の数が多いことは無意味であるばかり

か、下⼿をすると元気のなくなった乳酸菌であることをわざわざ説明しているようなものなのです。数が少な

くても元気のよい乳酸菌であれば、腸内で爆発的に増やすことができます。 
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『NS乳酸菌®』がふるさと納税の返礼品に登場！

〜ラクアの⼤切なお客様へ製品や健康関連の情報を発信〜

2024年8⽉1⽇発⾏�No.51

 NS乳酸菌の第2の故

郷の秋⽥県横⼿市のふ

るさと納税の返礼品と

して「NＳ乳酸菌極

（きわみ）」が登場し

ました。ラクアの製品

ではありませんが、正

規のＮＳ乳酸菌サプリ

メントです。

発⾏元：㈱ラクア

乳酸菌⾰命記 菌の数はあまり意味がない！？

RakuBio

（左）秋⽥県横⼿市の冬の⾵物詩「かまくら」⇧ （右）商品画像

『健幸』とは、健康で幸せな状態。

⾝体⾯の健康だけでなく、精神⾯でも⼈々が

⽣きがいを感じ、安⼼安全で豊かな⽣活を送れること。

皆様の『健幸』を⼼より願っています。



お客様の声①

メディア掲載

「アレルギーの臨床」

（2024年6⽉号）

株式会社ラクア
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LINE公式アカウント公式オンラインショップ

お客様の声②（40代・⼥性・⼤阪府在住） （30代・⼥性・千葉県在住）

※個⼈の感想であり、効果効能を⽰すものではありません。 ※個⼈の感想であり、効果効能を⽰すものではありません。

おすすめ書籍

「バイオレゾナンス医学会全国⼤会」

（2024年7⽉28⽇開催）
こちらからも⼀覧を確認

することができます。

なめる乳酸菌サプリ『チイサナミカタ®』を

推奨してくださっている⻭科医の中⻄保⼆先

⽣の新刊『美味しいと感じることこそ「⽣き

る」の基本』（評⾔社刊）が出版されまし

た。今回は中⻄茂先⽣との共著となります。

⻭のメンテと⾷養⽣でずっと「⼝福な⼈⽣」

を送るための要素がわかりやすく書かれてい

ます。「健⼝腸寿であればなんでも⾷べられ

ますよ！」というメッセージが込められてい

ます。ぜひ書店・Amazon等でお買い求めく

ださい。

サ コ テ ラ ス

パーソナルトレーニングサービス『SAKOTERRACE（サ

コテラス）』を開始しました。「ボディワーク」「ボイト

レ」「ヒーリング」を通じて、お客様のココロとカラダを

ととのえます。Zoomでの⾮対⾯レッスンも準備中です。

現在は、都内（新宿・中野など）で活動中です。

「アレルギーの臨床」

（2024年8⽉号）

「TVホスピタル」

（2024年8⽉号）


